
＜記憶風景を縫う＞第 3回勉強会

「ピノチェト軍事政権下の映像表現

～『戒厳令下チリ潜入記』から考える」
1973年 9月11日にチリの首都、サンティアゴ・デ・チレで発生したクー

デターにより、ピノチェト軍事独裁政権が誕生しました。この独裁政権

下にミゲル・リティン監督が潜入、記録したドキュメンタリー映画『戒

厳令下チリ潜入記　Acta General de Chile 』（1986 年）、その撮影の

様子をガブリエル・ガルシア = マルケスが取材・構成した『戒厳令

下チリ潜入記―ある映画監督の冒険―』（後藤政子・訳、岩波新書、

1986 年）を通して、アルピジェラがつくられていた当時のチリの姿を

考察します。

※ガブリエル・ガルシア = マルケス『戒厳令下チリ潜入記 - ある映

画監督の冒険 -』を副読本とします。是非、勉強会当日までにご一読

いただいたうえでご参加ください。

2016年8月20日［土］ 18:30～20:30

会　場：全部・穴・会館＜ホール＞（仙台市青葉区大手町 3-2）

　　　　仙台市営地下鉄東西線［大町西公園駅］徒歩 5分

講　師：高橋創一（編集者／ライター）

参加費：500 円（資料代＋お茶付き）、予約優先

予　約：メールにて氏名と人数をおしらせください。

定　員：20 名

高橋創一｜たかはし・そういち

1986 年宮城県生まれ。東北学院大学教養学部卒業。編集者／ライ

ター。仙台市内の文化施設や企業、NPO 法人などの広報物、報告書

や書籍の編集、構成などを主に手掛けている。

主催：「記憶風景を縫う」実行委員会

共催：Survivart

＜記憶風景を縫う＞第 4回勉強会

「ピノチェト軍事政権下の映像表現

～『光のノスタルジア』から考える」
パトリシオ・グスマン監督による『光のノスタルジア　Nostalgia de la 

Luz』（2010 年）は、天文観測の拠点にしてピノチェト独裁政権下で

政治犯として捕らわれた人々の遺体が埋まるチリのアタカマ砂漠を主

題として取り上げたドキュメンタリー映画です。チリ・クーデターを契

機にフランスへ亡命したグスマン監督の映すチリの姿を共有し、そこ

には何が表象されているのかを考えてみます。

※8月 28日（日）に、せんだいメディアテーク7階スタジオシアター

にて、「トランシネマ第 4 回上映会『真珠のボタン』『光のノスタル

ジア』」が行われます。

http://peatix.com/event/162436

作品を未見の方は、この機会に是非ご覧いただいたうえでご参加ください。

2016年9月8日［木］ 19:00～21:00

会　場：全部・穴・会館＜ホール＞（仙台市青葉区大手町 3-2）

　　　　仙台市営地下鉄東西線［大町西公園駅］徒歩 5分

講　師：高橋創一（編集者／ライター）

参加費：500 円（資料代＋お茶付き）、予約優先

予　約：メールにて氏名と人数をおしらせください。

定　員：20 名

arpilleras@survivart.net

http://arpilleras.survivart.net/

https://www.facebook.com/arpilleras.jp

◎今後の勉強会開催予定

第 5回：10月 1日（土） 15:00-17:00

講　師：大島朋光（大島博光記念館・館長）

記憶風景を縫う
1973 年以降のピノチェト独裁政権下のチリで、政治弾圧で家族を失ったり、貧困に苦しむ女性たちが、自分たち

の日常生活をモチーフに作成したキルト＜アルピジェラ＞。2000 年代より、紛争や自然災害・人工災害を経験し

た世界の各地で展示や制作の活動が広がっています。

この＜アルピジェラ＞を手掛かりに、東日本大震災に起因する津波や原発事故と放射能汚染を経験した東北にお

いて、惨禍の記憶と表現について考え、伝えるためのプロジェクトを立ち上げました。勉強会やディスカッション、

ワークショップを開催し、2016年度末には展覧会を行う予定です。

キルトを契機とした多様な思考の実践を通して、被災地における記憶の継承と表現や活動について、多くの方 と々

学び共有する機会となればと考えています。


